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判別関数の Mahalanobis の D2 統計量に基づく Rao の付加情報の逐次検定方式が有効で、あるとしている。
























(4)コンジョイント解析の部分効用値を一意に導く 2 つの方法，すなわち，方法 1 として，最小二乗基準と単調変換の
組合わせ，方法 2 として，新しい基準による分数二次計画問題を開発している。更に要因寄与を偏相関係数に変換
して部分効用値に統計的性質を付与している。実際の不動産選考などへの適用事例を通じて消費者のニーズにあっ
た商品開発に有効であることを示している。また，投票率のように，その和が100%である条件，部分効用値が正で
，ある等の条件が付加されても，方法 2 によると部分効用値が導けることを示している。
以上のように，本論文は，意思決定のための各数理的手法の持つ幾つかの問題点を解決すると共に，具体例を通じ
てその実用面での有用性を示している。この成果は意思決定に対し，より合理的な数理的判断基準をもたらすもので
あり，応用物理学，特に数理情報工学分野に対して貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値
あるものと言忍める。
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